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毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

応募
方法

Diary～あの日、あの時～まちの話題

International Corner国際コーナーダニーのダニーの

Essay

「My unforgettable ３ years in Shiroishi」

既に知っている人も多いと思いますが、７月末で白石
での３年間の生活が終わりました。
2007年、私の人生を変える白い封筒がオーストラリア

の実家に届きました。国際交流員の合格通知。そして、
住む地域は宮城県の白石市…。聞いたことのない地名で
したが、日本に住む夢がかなうと思ったら、うれしくて
たまりませんでした。早速、ウィキペディアで「白石」
を検索したら、何と関西に住んでいる彼女の家から数百
キロ離れている…。それでも、美しい冬の白石城や小原・
鎌先温泉、スパッシュランドの花、夏祭りの様子などを
見て、とてもワクワクして関西との距離も忘れました。
2007年８月１日、真夏の白石に到着しました。１日目

は、観光コース（お城など）を回って、これから住むア
パートに連れて行ってもらいました。お世話になった上
司（supervisor）の方は、その日から約３年間、私が仕
事で失敗してもサポートしてくれて、お父さんのように
面倒を見てくれました。
同じ年の11月、バンドを組みすまｉ

い

るひろばで初ライ
ブを披露しましたが、そこでハプニングがありました。

ベーシストの友達が作ってくれた歌詞を僕が忘れてしま
い、ライブをめちゃめちゃにしてしまいました。
それからいろいろな経験をしました。たくさんの方々
にお世話になり、優しくしてくれて心から感謝していま
す。３年たった今、「白石」は日本のどこよりも心地い
い場所です。いつか絶対白石に戻り、何かの形で皆さん
に恩返しをしたいと思っています。
最後に、白石ならではの「心温まる話」を書きます。
国際コーナーを読む方から、一通の手紙が職場に届きま
した。そこには、私がずっと見たかったホタルの居場所
を記した、手書きの地図が入っていました（自然を守る
ため場所は書けませんが…）。そこで念願のホタルをた
くさん見ることができ、すてきな思い出となりました。
皆さんが僕を白石の一員として迎えてくれたので、か
けがえのない日々を送ることができました。白石で過ご
した３年間は、心の中に輝き続けます。寂しくなります
が、またチョコチョコ来るので、悲しくないです。３年
間、白石の皆さん、大変お世話になりました！

I am so lucky to have lived in Shiroishi !!

　７月24日・25日の２日間、姉妹都市を結ぶ北海道登別
市の子どもたちが本市を訪れ、サッカーを通した交流を
行い友好を深めました。
　登別市から訪れた11人の子どもたちは、本市のサッカ
ースポーツ少年団に所属する３・４年生の家にホームス
テイ。初めは、緊張した面持ちを見せていた両市の子ど
もたちも、「サッカー」という共通の話題ですぐにうち
解けました。
　大会後の感想では、「友達が増えてうれしかった」「別
れるのがつらかった」などの声が子どもたちから聞かれ
ました。２日間という短い期間ではありましたが、交流
は楽しく、試合は真剣勝負！　子どもたちにとって貴重
な夏休みの思い出となりました。

たった２日間、それは、忘れられない一生の思い出
登別・白石姉妹都市少年スポーツ交流「サッカー大会」

今
日
も
ま
た
鍬く

は

・
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ま

小
川
に
洗
ひ
あ
げ
ご
く
ら
う
さ

ん
と
納
屋
に
立
て
掛
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阿
部
み
さ
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ジ
ャ
ブ
ラ
ニ
の
ご
と
く
ブ
レ
ブ
レ
我
が
こ
こ
ろ
南
ア

で
俺
も
蹴
っ
て
も
ら
お
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村
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英
俊

眠
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よ
り
覚
む
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を
待
ち
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三
歳
祝
え
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は
何

や
ら
答
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石
田
み
ど
り

終
戦
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玉
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聴
き
し
は
二は

た

ち
十
歳
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兄
も
義
兄
も
つ
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ざ
り
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付
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す
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た
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子
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こ
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す
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よ
う
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茶
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毛
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取
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や
め
て
し

ば
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見
送
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佐
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啓
子

梅
雨
晴
れ
の
物
干
し
竿
を
占
め
た
る
は
シ
ー
ツ
な
ら

ん
か
眩
し
く
ひ
か
る 

鈴
木　

茂
子

長
き
親と

友も

案
内
板
を
二
日
立
て
何
も
語
ら
ず
千
の
風

に
な
る 

後
藤
今
朝
雄

瀬
の
闇
の
河か

鹿じ
か

の
声
を
愛
で
な
が
ら
露
天
風
呂
に
あ

り
明
日
を
煩
わ
ず 

斎
藤　

典
子

朝
ま
だ
き
仏
間
に
ひ
と
り
手
を
あ
は
せ
け
ふ
事
な
き

を
ひ
た
す
ら
祈
る 

鈴
木
久
美
子

　
　

一
首
目
、
清
涼
感
が
い
い
。
い
た
わ
り
の
言
葉

は
、
自
身
へ
の
も
の
で
も
あ
る
。

　

二
首
目
、「
ジ
ャ
ブ
ラ
ニ
」
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
使
っ
た
ボ
ー
ル
の
名
、
無
回
転
で
は
ボ
ー
ル
変
化

が
大
。
見
定
め
難
い
自
分
を
な
ぞ
ら
え
て
戯
画
化
。

　

三
首
目
、
き
っ
と
感
謝
の
お
こ
こ
ろ
を
述
べ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
一
、二
句
が
生
き
て
い
る
。

翡か
わ
せ
み翠
の
一
閃
光
で
あ
り
に
け
り 

跡
部
祐
三
郎

球
児
ら
の
グ
ラ
ン
ド
均な

ら

す
玉
の
汗 

岩
松　

隆
志

う
ら
口
の
風
が
一
番
半は

ん

夏げ

生し
ょ
う 

髙
子
う
こ
ん

サ
ッ
カ
ー
の
テ
レ
ビ
果
て
た
り
遠
蛙 

岩
澤　

伍
峯

一
日
の
暗
さ
に
も
馴
れ
梅
雨
最
中 

福
原　

峯
子

蒼
天
の
鉄
塔
線
や
新
樹
光 

服
部　

忠
孝

白し
ら

南は

風え

に
帽
子
の
リ
ボ
ン
揺
れ
て
を
り 

佐
藤　

啓
子

夕ゆ
う

菅す
げ

の
咲
け
ば
逢
ひ
た
き
人
の
あ
り 

制
野　

リ
エ

女
だ
け
な
り
し
と
梅
雨
の
一
周
忌 

石
田
み
ど
り

五
月
晴
れ
洗
濯
物
の
そ
よ
ぎ
け
り 

跡
部　

祐
子

　
　

一
句
目
、
カ
ワ
セ
ミ
の
魚
を
捕
る
一
瞬
を
俳
句

に
。

　

二
句
目
、
野
球
の
グ
ラ
ン
ド
を
均
す
生
徒
ら
の
汗

を
写
生
。
輝
く
汗
の
青
春
で
あ
る
。

　

三
句
目
、
７
月
２
日
ご
ろ
か
ら
５
日
間
を
半
夏
生

と
い
う
。
半
夏
生
と
い
う
草
も
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
よ

り
本
格
的
な
暑
さ
が
来
る
の
で
あ
る
。
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
の
風
よ
り
も
、
風
通
し
の
良
い
う
ら
口
よ
り

の
風
が
私
に
は
一
番
だ
と
歌
う
。

仲
間
割
れ
し
て
は
小
さ
な
党
が
で
き 

水
戸　

光
穂

平
凡
の
尊
さ
を
知
る
齢
な
り 

斎
藤　

典
子

楽
し
ん
で
見
て
い
た
相
撲
あ
ほ
か
い
な 

梶
川
善
ご
朗

長
電
話
焦
げ
が
漂
う
台
所 

阿
部
は
ぎ
の

信
じ
て
た
そ
の
一
言
で
熱
も
さ
め 

遠
藤　

行
夫

雨
止
む
を
知
る
南
天
の
花
ざ
か
り 

髙
子
う
こ
ん

雨
の
日
が
あ
っ
て
草
木
輝
け
る 

寺
崎　

悦
子

絵
の
モ
デ
ル
し
て
も
い
い
よ
と
紅
き
薔
薇

 

佐
藤　

啓
子

目
の
前
で
止
め
て
お
き
た
い
誕
生
日 

阿
部
み
さ
子

各
党
首
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
あ
ら
ひ
ろ
い

 

佐
久
間
と
み
子

　
　

一
句
目
、
流
れ
に
浮
か
ぶ
泡う

た

沫か
た

の
よ
う
に
、
離

れ
て
は
結
び
、
結
び
て
は
離
れ
る
。
混
迷
の
政
界
を

揶や

揄ゆ

し
た
時
事
吟
。
む
べ
な
る
か
な
。

　

二
句
目
、
奇
を
衒て

ら

わ
ず
、
行
雲
流
水
な
る
が
ま
ま
、

な
す
が
ま
ま
。
平
凡
こ
そ
が
最
大
の
非
凡
。
こ
れ
が

現
代
の
処
世
術
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

三
句
目
、
テ
レ
ビ
な
し
、
賜
杯
な
し
、
懸
賞
も
ま

ば
ら
。
未
曾
有
の
衝
撃
に
晒さ

ら

さ
れ
た
大
相
撲
。
国
技

の
威
信
に
掛
け
、
失
地
回
復
の
日
が
待
た
れ
る
。

　登別市とは昭和58年に姉妹都市を締結。少年スポーツ
交流を毎年相互に開催し、来年は本市の子どもたちが登
別市を訪れる予定です。

　

今
年
も
、
札
幌
市
白
石
区
と
海
老

名
市
の
夏
ま
つ
り
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
の
あ
る
夏

ま
つ
り
で
、
い
ず
れ
も
本
市
と
同
じ

く
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
運
営
さ

れ
、「
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の

ま
つ
り
」
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

周
辺
の
市
区
町
か
ら
も
多
く
の
客
が

集
ま
り
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中

で
熱
気
と
盛
り
上
が
り
を
じ
か
に
感

じ
て
き
ま
し
た
。

　

白
石
区
の
夏
ま
つ
り
は
、
区
役
所

の
大
駐
車
場
を
会
場
に
、
そ
の
一
辺

に
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
、

中
央
部
に
は
た
く
さ
ん
の

机
と
い
す
を
配
置
、
そ
れ

ら
を
囲
む
よ
う
に
残
り
の

三
辺
に
は
、
テ
ン
ト
一
張

り
く
ら
い
の
店
が
数
多
く

出
店
さ
れ
ま
す
。
出
店
は

飲
食
物
が
多
く
、
来
場
者

が
そ
れ
ら
を
購
入
後
、
中

央
の
テ
ー
ブ
ル
席
に
持
ち
寄
り
仲
間

同
士
で
昼
間
の
大
空
宴
会
が
始
ま
り

ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り

圧
巻
だ
っ
た
の
が
、
都み
や
こ

は
る
み
さ
ん

が
歌
う
「
白
石
音
頭
」
の
曲
に
合
わ

せ
て
、
中
央
テ
ー
ブ
ル
席
と
店
舗
の

間
で
踊
る
大
盆
踊
り
。
ゆ
か
た
姿
の

婦
人
会
の
方
々
が
手
本
と
な
り
、
会

場
に
い
る
老
若
男
女
が
自
由
に
そ
の

輪
に
入
り
、
と
も
に
踊
る
の
で
す
か

ら
大
人
数
で
の
盆
踊
り
大
会
で
す
。

そ
れ
も
午
前
中
の
晴
天
の
下
で
す
の

で
、
少
々
驚
き
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ー

ル
片
手
に
応
援
す
る
観
客
が
そ
の
周

り
を
囲
ん
で
い
る
の
で
す
か
ら
、
踊

り
手
、
観
客
と
も
に
大
き
な
輪
で
一

体
と
な
っ
て
自
分
な
り
の
刻と
き

を
楽
し

ん
で
お
り
、
と
て
も
す
て
き
な
光
景

で
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

海
老
名
市
の
夏
ま
つ
り
は
、
市
役

所
わ
き
の
多
目
的
大
ス
ペ
ー
ス
を
会

場
に
、
そ
の
半
分
に
５
〜
６
列
の
テ

ン
ト
が
張
ら
れ
、
飲
食
・
名
産
品
・

野
菜
・
古
着
な
ど
多
種
に
わ
た
る
出

店
が
並
び
ま
す
。
も
う
半
分
の
中
央

に
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
を

取
り
囲
む
よ
う
に
、
16
基
の
各
地
区

自
慢
の
山
車
が
並
び
、
そ
の
間
の
ス

ペ
ー
ス
を
６
基
の
御み

輿こ
し

が
練
り
歩
き

ま
す
。
海
老
名
市
で
は
、
ま
つ
り
会

場
ま
で
山
車
や
御
輿
が
市
内
を
パ
レ

ー
ド
し
な
が
ら
入
場
し
て
き
ま
す
。

メ
ー
ン
は
や
は
り
、
ス
テ
ー
ジ
を
囲

ん
で
の
夕
刻
か
ら
の
盆
踊
り
で
す
。

特
に
今
年
は
天
候
の
心
配
か
ら
、例

年
、盆
踊
り
終
了
後
に
開
催
さ
れ
て

い
た
花
火
大
会
が
盆
踊
り
と
同
時
刻

に
開
始
さ
れ
、
花
火
を
バ
ッ
ク
に
し

た
盆
踊
り
は
、
見
て
い
る
側
か
ら
は

夏
の
風
物
詩
が
一
枚
の
動
く
絵
に
見

え
、
素
晴
ら
し
い
空
間
が
作
り
出
さ

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
春
・
夏
・
秋
と
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
の
お
の
独

特
の
雰
囲
気
や
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

り
、
全
国
に
誇
れ
る
ま
つ
り
で
あ
る

と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
ま
つ
り
を

自
ら
が
作
り
上
げ
楽
し
む
た
め
に
、

市
民
が
携
わ
り
、
参
加
し

て
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く

思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
ま
つ
り
パ
レ

ー
ド
は
、
台
風
の
影
響
で

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
花
火

大
会
や
各
地
区
の
盆
踊
り

は
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
次
は
秋
の「
鬼
小こ

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
白
石
区
や
海
老

名
市
の
ま
つ
り
の
活
気
に
負
け
ぬ
よ

う
、
観
客
、
参
加
者
、
そ
し
て
運
営

す
る
側
が
と
も
に
楽
し
く
、
元
気
で

活
力
の
あ
る
ひ
と
と
き
を
作
り
上
げ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

※このコーナーは今月号で終了します。ご愛読ありがとうございました。

▲１つのボールをひたむきに追いかける両市の子どもたち

▲第２回鬼小十郎まつり
　の様子
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